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Ⅰ　経済動向の概要

１ 国内経済の動向

（１）概要

Ｒ４年

11月 12月 １月

景気は，新型コロナウイルス感
染症による厳しい状況が徐々に
緩和されつつあるものの，引き
続き持ち直しの動きに弱さがみ

られる

持ち直しの動きがみられる

持ち直している

感染症の影響が残る中で，弱い
動きとなっているものの，求人
等の動きに底堅さもみられる

一部に弱さが残るものの，持ち
直しの動きがみられる

このところ持ち直しの動きが
みられる

【内閣府「月例経済報告」(令和４年１月18日公表)】

おおむね横ばいとなっている

このところ持ち直している

感染症の影響が残る中で，引き続き弱い動きとなっているものの，
求人等に持ち直しの動きもみられる

持ち直しに足踏みがみられる

おおむね横ばいとなっている

住宅建設

指　　標

基調判断

輸出

生産

雇用情勢

個人消費

Ｒ３年

持ち直しに足踏みがみられる

設備投資

景気は，新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和
される中で，このところ持ち直しの動きがみられる

企業収益

（２）先行き

　先行きについては，感染対策に万全を期し，経済社会活動を継続していく中で，各種政策の
効果や海外経済の改善もあって，景気が持ち直していくことが期待される。ただし，感染症に
よる影響や供給面での制約，原材料価格の動向による下振れリスクに十分注意する必要があ
る。また，金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。

感染症の影響が残る中で，非製造業の一部に弱さがみられるものの，持ち直している
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２ 　広島県経済の動向

（１）概要

Ｒ４年

11月 12月 １月

自動車を中心に下押し圧力が続
いており，持ち直しのペースが

一段と鈍化している
持ち直しの動きがみられている 持ち直している

持ち直しの動きが一服している 持ち直しの動きがみられている 持ち直している

持ち直しの動きはみられるが，足
もとでは，サービス消費を中心に

下押し圧力が強まっている

【日本銀行広島支店「広島県の金融経済月報」（令和４年２月３日公表）】

指　　標
Ｒ３年

基調判断

輸出

生産

設備投資 緩やかに持ち直している

持ち直しの動きがみられている

（２）県内の経済の先行き

　先行きの景気は，徐々に改善に向かうことが期待されるが，感染症や供給制約などが県内の
経済金融情勢に与える影響を引き続き注視していく必要がある。

雇用情勢

個人消費

住宅投資

持ち直しの動きがみられている

持ち直している

弱い動きがみられている
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Ⅱ　県内主要製造業の生産動向

１　鉄鋼（令和３年12月）

【県統計課】

２　自動車（令和３年12月）

【マツダ（株）】

３　造船（令和３年12月）

【県統計課】

　12月の鉱工業生産指数(造船部門，原指数，速報値，平成27年＝100)は48.7で，
前年同月比で12.7%減少，前々年同月比41.7%減少となっている。

　12月の鉱工業生産指数（鉄鋼業，原指数，速報値，平成27年＝100）は84.7で，前年同月比で
5.9％減少，前々年同月比5.4％減少となっている。

　12月の国内生産台数は78,104台で，前年同月比で0.5％減少，前々年同月比8.2％増加となってい
る。
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４　一般機械（令和３年12月）

【県統計課】

５　電気機械（令和３年12月）

【県統計課】

　12月の鉱工業生産指数(一般機械工業(総合)，原指数，速報値，平成27年＝100)は113.5で，前年
同月比で14.4％増加，前々年同月比22.8％減少となっている。

　12月の鉱工業生産指数(電気機械工業（総合），原指数，速報値，平成27年＝100)は
162.5で，前年同月比で26.3％増加，前々年同月比19.7％増加となっている。
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Ⅲ　中小企業の動向（令和３年12月）

１　概況

２　景況感・景況感の変化

業種
11月の
景況感

12月の
景況感 業　　種

11月の
景況感

12月の
景況感

食料品 やや悪い やや悪い 一般機械器具 普通 普通

繊維・衣服 悪い やや悪い 電気機械器具 普通 やや好況

木材 やや好況 やや好況 自動車部品 普通 やや悪い

家具 やや悪い やや悪い 造船 やや悪い やや悪い

印刷 やや悪い やや悪い 建設 やや悪い やや悪い

化学 やや悪い やや悪い トラック輸送 やや悪い やや悪い

プラスチック製品 やや好況 やや好況 内航海運 悪い 悪い

土石製品 悪い 悪い 卸売 やや悪い やや悪い

鉄鋼(鋳物) やや悪い やや悪い 小売 やや悪い やや悪い

金属製品 悪い やや悪い 情報サービス 普通 普通

（単位：業種）

景況感 11月 12月 増減

好況 0 0 0

やや好況 2 3 1

普通 4 2 ▲ 2

やや悪い 10 13 3

悪い 4 2 ▲ 2

【広島県中小企業団体中央会（令和４年１月15日時点）】

　全体的には，新型コロナウイルス感染症におけるオミクロン株の出現もあり，不安定な状
態が続き，景気はやや悪いまま横ばい傾向が続いている。原油価格の高騰とともに原材料の
不足や価格上昇によって，収益が圧迫されている業種が多く見られる。依然として，先行き
不透明感が強く，引き続き今後の需給動向をしっかりと注視していく必要がある。
　自動車関連業種では，国内自動車販売台数が前年同月比11.4％減少と6ヶ月連続での前年
割れとなった。マツダ車は同12.0％増加と7ヶ月ぶりの前年超えとなり，マツダ車の海外販
売合計台数は前年同月比33.1％減少と4ヶ月連続の前年割れとなった。
　木材業界では，全国住宅着工戸数は前年同月比3.7%増加となったが，広島県内の着工戸数
は前年同月比6.8%増加となった。

※マツダ車に関する記載はマツダ（株）が発表する
「生産・販売状況について（速報）」に基づく
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３　前月（11月）から変化のあった主な業種

電気機械器具 普通 やや好況

・今月の売上は前月比5％増加，前年同月比10％増加となった。
・受注の増加が売上につながったことが要因である。
・電子部品の価格上昇と，調達に難航する部品があることが先行きの
懸念材料である。
【広島県東部機械金属工業協同組合】

自動車部品 普通 やや悪い

・組合員の業況は，ビジネス依存度が高い主要顧客（マツダ）の業況
（生産台数）に比例している。
・新型コロナウイルスの影響による半導体の供給不振はほぼ解消さ
れ，12月はフル操業での生産をしている。今後は，供給リスクは部分
的にあるが，ほぼ新型コロナウイルス感染拡大前のレベルに回復。今
春立ち上げの新型車の生産準備を人的資源も含めて行っている。
【東友会協同組合】

繊維・衣服 悪い やや悪い

・昨年の前半はまずまずの状況で推移していたが，9月頃から生産が
減少した。その後，新型コロナウイルスの収束も見え始めてきたとい
うときに，感染力が強い「オミクロン株」が出現し，猛威を振るって
いる。またここにきて，いろいろと規制がかかるのではないかと不安
に思う。ただし，大手企業からは，軒並み良い決算の情報が伝えられ
ている。
・今年の冬は，当初より「寒くなる」と言われており，冬物が売れる
と思っていたが，新型コロナウイルスの影響により，消費は，高級品
以外はもう一歩のところであり，現実はなかなか厳しい状況である。
【（一財）広島県織物工業会】

業種
11月の
景況感

12月の
景況感

変化の理由・状況
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Ⅳ　企業倒産状況（令和３年12月）

１ 概況

区　　　分 令和３年10月 令和３年11月 令和３年12月

8件 4件 5件

（33.3%減） （55.6%減） （54.5%減）

7,051百万円 205百万円 1,401百万円

（88.5%増） （75.4%減） （122.0%増）

２ 業種別

３ 原因別

４ 今後の見通し

【（株）東京商工リサーチ（１月15日時点）】

　件数は，卸・小売・飲食業が２件，製造業，建設業，サービス業が各１件となった。
　負債総額では，製造業，卸・小売・飲食業，建設業，サービス業の順となった。

　原因別では，販売不振が４件，シワ寄せが１件であった。

　令和３年12月度の倒産件数は前年同月比６件減となった。令和３年で倒産件数が前年同月
を上回った月は５月と９月の２ヵ月でその他９ヵ月（１月は同数）は減少となり，年間（１
月～12月）の累計倒産件数96件と前年（令和２年累計167件）から71件減（42.5％減）と大幅
に減少し，新型コロナウイルス対策の各種コロナ支援策などによって倒産の発生は抑制され
た状態が続いている。日本国内の新型コロナウイルスワクチン接種は進み，新型コロナウイ
ルスの新規感染者数も10月以降は全国的に少なくなって制限されていた経済活動の活発化が
期待されていた。しかし，新たに発生した変異株の感染者が世界的に広がり，国内において
も年明けから新規感染者数は急激に増加している。広島県内においても感染は急速に拡大し
ており，１日の新規感染者数は１月７日から10日まで４日連続で最多を更新し，９日から
「まん延防止等重点措置」が適用された。それに伴い，飲食店には５時から20時までの営業
時間短縮と，酒類の提供を行わないことの要請がなされた。
　また，県観光誘客促進事業「やっぱ広島じゃ割」の新規予約，利用を停止，Go To Eat
キャンペーンも予約販売を停止，利用自粛が要請され，往来についても，重点区域とそれ以
外の地域との往来は最大限自粛が要請された状況となっており，経済活動の停滞が危惧され
る。前述のとおり取り巻く環境の厳しさが増している中，引き続き，様々なモノの価格が上
昇傾向にあり，消費の落ち込みだけでなく，企業の収益が圧迫される可能性が高まってい
る。特に中小・零細企業にとってコスト上昇分を転嫁することは難しく，これまでに新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響を受けた先や体力の乏しい企業中心に息切れする企業の増加が
懸念され，倒産件数は増勢に転じる可能性が強まってきた。

負債総額
(前年同月比)

　・負債総額1,000万円以上の倒産は，件数が５件，総額14億100万円であった。
　・前月比で件数は１件増加し，負債総額は11億9,600万円増加した。
　・前年同月比では，件数は６件減少し，負債総額は７億7,000万円増加した。
　・大型倒産（負債総額10億円以上）は１件発生した。
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Ⅴ　最近の雇用失業情勢（令和３年12月）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

１　県内の有効求人・求職の動向

　 令和３年10月 令和３年11月 令和３年12月

1.35倍 1.37倍 1.37倍

（▲0.03ポイント） （＋0.02ポイント） （±0.00ポイント）

1.09倍 1.13倍 1.18倍

（＋0.14ポイント） （＋0.15ポイント） （＋0.16ポイント）

【広島労働局】

２　県内の新規求人・求職の動向

令和３年10月 令和３年11月 令和３年12月

2.44倍 2.74倍 2.73倍

（▲0.14ポイント） （＋0.30ポイント） （▲0.01ポイント）

【広島労働局】

　

新規求人倍率〈季節調整値〉
(前月比)

区　　　分

有効求人倍率〈季節調整値〉
(前月比)

正社員有効求人倍率
(前年同月比)

区　　　分

（注1）正社員有効求人倍率は，正社員の有効求人数をパートタイムを除く常用有効求職者数（派遣労働者や契約社員を希望す

る者も含む）で除して算出しているため，厳密な意味での正社員有効求人倍率より低い値となる。

（注2）正社員有効求人倍率は，季節調整されていない。

（注3）平成31年１月から令和元年12月の季節調整値は改訂されている。（令和２年１月分公表時改訂）
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る者も含む）で除して算出しているため，厳密な意味での正社員有効求人倍率より低い値となる。

（注2）正社員有効求人倍率は，季節調整されていない。

（注3）令和２年12月以前の季節調整値は改訂されている。（令和３年１月分公表時改訂）
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３　県内の人員整理の状況（整理人員10人以上）

令和３年10月 令和３年11月 令和３年12月

3件 6件 3件

（▲7件） (+ 1件) （▲ 3件)

66人 312人 196人

（▲ 270人) (+ 174人) （▲ 75人)

４　完全失業率の状況

令和３年10月 令和３年11月 令和３年12月

183万人 182万人 171万人

（▲32万人） （▲13万人） （▲23万人）

2.7% 2.8% 2.7%

（▲0.1ポイント） （＋0.1ポイント） （▲0.1ポイント）

１～３月平均 ４～６月平均 ７～９月平均

2.5% 2.4% 2.4%

（＋0.2ポイント） （±0.0ポイント） （▲0.1ポイント）

【総務省統計局】

　
平

毎月勤労統計調査から作成，平成28年3月は速報値。

※　広島県（モデル推計値）は，毎年１～３月期平均公表時に，新たな結果を追加して再計算を行い，前年までの

　　四半期平均及び年平均結果を過去にさかのぼって一部改定している。
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